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研究成果の概要（和文）：本研究の当初の目的は、2012年に公立小学校に導入された宗教文化教育、および宗教
団体の信徒有志による教育活動の双方を複眼的に分析することによって、ソ連解体後のロシア社会における「宗
教復興」の動態を明らかにすることにあった。
研究の結果、①宗教文化教育は90年代から2000年代にかけて軍隊など国防分野での兵士教育と深く結びつき、そ
の際、愛国心教育と不可分であったこと、②上の①については、ロシア正教会が主導していること、③他方、公
教育における宗教文化教育の設計においては国家の世俗性原則やロシア正教会以外の伝統宗教（イスラーム、仏
教、ユダヤ教）が重視されたことなどが明らかになった。

研究成果の概要（英文）：The aim of this study was to clarify the dynamics of "religious revival" in 
Russian society after the dissolution of the Soviet Union through a multifaceted analysis of both 
religious and cultural education, which was introduced into public elementary schools in 2012, and 
educational activities by lay volunteers of religious organizations.
The results of the research revealed that (1) religious and cultural education was deeply connected 
with the education of soldiers in the field of national defense, including the military, from the 
1990s to the 2000s, and was inseparable from patriotism education; (2) the Russian Orthodox Church 
took the lead in (1) above; and (3) on the other hand, in the design of religious and cultural 
education in public education, the principle of secularity of the state and traditional religions 
other than the Russian Orthodox Church (Islam, Buddhism, and Judaism) were emphasized.

研究分野：宗教学宗教史学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
国家とロシア正教会との密接な関係や、ロシア正教会の愛国心教育への傾斜は、ソ連解体後の趨勢として表面的
に言及されることが少なくなかった。本研究では、①ロシア正教会と軍隊など国防分野との連携、②ロシア正教
会の国家観・戦争観、③ソ連時代の政教関係、④ロシア正教会以外のいわゆる「伝統宗教」（イスラーム、仏
教、ユダヤ教）の政府との関係④非伝統宗教の動向など、複眼的にアプローチすることによって、国家とロシア
正教会の関係性の内実を明らかにし、また、愛国心教育と伝統宗教との関係を明らかにしたところに学術的意義
がある。ロシアのこの事例は、日本を含め後発近代国家との比較を可能にするという社会的意義をもつ。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 井上まどか 
 
１．研究開始当初の背景 
 
 ソ連解体後のロシアにおける政教関係や宗教をめぐる動向は、宗教が公共的役割を担って復
興しつつあるという「宗教復興」「脱世俗化」「再聖化」という諸概念であらわされる議論（カサ
ノヴァや P.Bergerなど）のうちに位置づけられる。ただ、ロシア正教会と国家の関係について
は、ロシア正教会が国教に準ずる立場にある、あるいはただ単にロシア正教会が優位であるとい
うような表面的な指摘にとどまることが少なくなかった。本研究では、公教育への宗教文化教育
の導入（2012 年）に注目し、ロシアにおける国家の世俗性原則をめぐる議論や、ロシア正教会
以外の伝統宗教（イスラーム、仏教、ユダヤ教）の動向を明らかにすることによって、ロシア正
教会と国家の関係性や「宗教復興」の内実について明らかにすることができると考えた。 
 
２．研究の目的 
 
 本研究の目的は、2012 年に公立小学校（4-5 年生）に選択必修科目として導入された宗教文
化教育とそれをとりまく諸環境を検討することによって、ロシアにおける「宗教復興」の内実を
明らかにすることである。 
 宗教文化教育をめぐる議論はソ連解体前後にまでさかのぼることができるため、①90 年代か
ら2000年代の宗教文化教育をめぐる動向を明らかにすること、②宗教文化教育をめぐる動向が、
ソ連時代とどのような連続性／不連続性を有するのかを考察すること、③ロシア正教会以外の
伝統宗教（イスラーム、仏教、ユダヤ教）やその他の宗教団体の宗教文化教育の取り組みがどの
ようなものであるかを解明すること、④学校の正課としての宗教文化教育をとりまく環境につ
いて、学校の課外活動および信徒団体の活動や実践などを通して明らかにすること、などを目的
とする。 
 
３．研究の方法 
 
 本研究は、宗教文化教育をめぐる言説分析と現地調査という２つの手法を往還して実施した。 
 研究期間中、新型コロナウイルスの流行、ロシアによるウクライナへの全面侵攻という外的事
情があり、当初の計画とは異なるが、現地調査はモスクワ、サンクト・ペテルブルク、ウラジオ
ストク、ウスリースク、ハバロフスクの５都市で実施した。 
 
４．研究成果 
 
 研究目的の①90 年代から 2000 年代の宗教文化教育をめぐる動向については、この時期、軍
隊など国防分野での兵士教育とロシア正教会の宗教文化教育が深く結びついていることが明ら
かになった。その際、兵士の愛国心を涵養するという目的のもと、ロシア正教会と政府・自治体
が連携を組んでいるということも明らかになった。国防分野と宗教伝統とが教育を媒介にして
結びつくという点では、連邦レベルでは、ロシア正教会が先鞭をつけていた。また、国家の世俗
性原則に則り、宗派教育ではなく、「宗教文化」教育であるという戦略を用いていることも特徴
的である。これらの点については、90年代から 2000年代の国防分野との連携のあり方や方法、
愛国心とロシア正教会の教説や諸資源（聖人崇敬など）との関係性についての考察として、論文
「軍隊とロシア正教会」にまとめた。 
 研究目的の②宗教文化教育をめぐる動向がソ連時代とどのような連続性／不連続性を有する
のかについては、まず、ソ連時代の教育について検討を行うとともに（論文「ロシアにおける宗
教教育の導入と今後の課題」（木之下健一との共著））、ソ連時代の「宗教からの脱出」プロセス
を「除去＝精算による脱出」と「転移＝置換による脱出」の二面から把捉し、そのプロセスを追
うとともに、人々のさまざまな宗教実践をとりあげることで、ソ連解体後との不連続性／連続性
をともに明らかにしようとした（論文「ソ連時代のライシテと「戦術」としての宗教実践」）。 
 研究目的の③ロシア正教会以外の伝統宗教（イスラーム、仏教、ユダヤ教）やその他の宗教団
体の宗教文化教育の取り組みについては、宗教文化教育をめぐる伝統宗教団体の連邦レベルで
の動向をまず考察した（論文「国家の世俗性のゆくえ――ロシアの宗教教育を事例として」）。ま
た①で述べたように、宗教文化教育自体は兵士の愛国心教育をめぐって軍隊など国防分野とロ
シア正教会とが相互に協力するところからはじまっており、それは 2000年代から 2010年代に
かけて従軍チャプレン（従軍聖職者）の導入をめぐる議論と切り離せないものとなっていったこ
とをふまえ、従軍チャプレンの導入をめぐる諸宗教伝統の見解や議論について分析・考察を行っ
た（学会発表「従軍チャプレンの制度化をめぐって：2000年代以降のロシア連邦を中心に」）。 
研究目的の④学校の正課としての宗教文化教育をとりまく環境について、学校の課外活動お
よび信徒団体の活動や実践などを通して明らかにするという課題については、青少年団体の取
り組みや日曜学校、宗教文化の知識を問う児童対象の全国的「オリンピック」の取り組みなどに
ついて検討を行った（論文「ロシアの愛国心教育と宗教文化教育：2000年代前半の沿海地方に



おける取り組みを中心に」）。これはウラジオストクとモスクワでの事例が中心となっている。 
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